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基礎・基本を身に付ける学習習慣～家庭学習ノート～

「こころみ」今年度最終号では，自分で勉強する力を身に付ける指導として，家庭学習ノートの指導を取り

上げました。授業で勉強したことを振り返りながら，子どもが一人で勉強できるようにしたいものです。実際の

ノートを例にしながら考えてみました。
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▲１年生（女子）のノート

小学校

授業での板書を見直しながら復習できるよう，教師側も板書構成を工夫してみましょう。

家庭学習

ノートの

指導の留意点

� 式・計算だけでなく図や表も使って表すようにする。

� 学校で習った板書の内容を使えるようにする。

� 低学年では，必ず家の人に見届けをしてもらう。

� 中学年では，確認程度の見届けをしてもらう。

� 高学年になるにしたがって，自分なりの書き方を引き出したり促したりする。

� 高学年では，理科や社会科にも積極的に取り組むようにする。

学びを振り返り，自分で勉強できるように

▲４年生（男子）のノート ▲６年生（女子）のノート

低学年は，家庭学

習の方法を教える。

中学年は，家庭学習

の習慣の定着を図る。

高学年は，自分で家庭

学習の内容を考え，勉

強できるようにする。



中学校 家庭学習ノート指導の留意点

～自分なりの学習スタイルを身に付けることができるように～

中学校では
★小学校で確立した学習習慣を踏まえ，自分の学習スタイルを構築させる。
★学習内容や学習量，教科のバランスなどについて一人一人に応じた助言をする。
★教科の課題やテスト勉強の取り組みなどを機会に自主的な学習につながるように支援
する。

授業の板書の内容を道しるべにして自分で復習できるように，
教師は板書構成を工夫しましょう。

①解答のポイントの書き込み
赤ペンで○をつけるだけでな
く，解答のポイントを書き込
ませる。

②アンダーラインの活用
解答をするために必要な条件
や値，用語にアンダーライン
を引かせる。

③自分なりの重要事項のまとめ
授業のノートを写すだけでなく，
自分なりのポイントを押さえたま
とめをさせる。このことが理解を
より深める。


